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2019年11月29日 

商 工 中 金 

国立大学法人弘前大学と商工中金が、「連携協力に関する協定書」を締結 

 商工中金は、地方公共団体や関係機関等と連携しながら、「地域経済の活性化」や「地域

雇用の創造」に貢献する中小企業等を積極的にサポートしています。 

   

国立大学法人弘前大学（以下、弘前大学）と商工中金は、本日、それぞれが保有する情報

及び人的資源等を有機的に活用し、地域社会の発展と産業の振興に資することを目的として、

「連携協力に関する協定書」の締結を行いました。 

 

 弘前大学は、地域に貢献する大学として、開学以来、多くの有為な人材を、青森をはじめ

とする近隣地域及び日本全国に送りだしています。また、共同研究や受託研究等を通じた産

学連携にも積極的に取り組んでいます。 

 両機関は、同大学における研究成果等のシーズと中小企業の研究開発ニーズをマッチング

させ、地域経済活性化に貢献するとともに地域振興に資する人材育成や生涯学習に関する取

組みなどを推進していきます。 

   

  本協定の締結により、両機関は、地域の中小企業のニーズに対して、大学と公的金融機関

が持つそれぞれの機能や特性を活かしながら、連携を強化することで、地域経済の活性化に

貢献してまいります。 

   

１．連携協力の主な内容 

・地域経済活性化に関すること。 

・地域中小企業の研究開発ニーズに関すること。 

・地域振興に資する人材の育成及び生涯学習に関すること。 

・学術研究に関すること。 

 

２．締結日 

2019年11月28日（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（右）弘前大学  

学長 佐藤敬 

（左）商工中金  

取締役 常務執行役員 河野一郎 

 


